




腎疾患は発症してから臨床症状が出現するまでの期間が長いものが多い。現在まだ多くの

腎疾患を完全な治癒に導く方法は明らかにされてはいないが,早期に尿異常を発見するこ

とにより疾患の経過を延長させ,腎不全に陥る時期を遅らせたりまたは腎不全に陥ること

を阻止することは或る程度可能となってきている。現在人工透析を受けている者は約 2万

人とされており,年間 2～3千人が新たに人工透析へ移行している。人工透析に要する費用

は年間 1 人 1000 万～1200 万円とされており総額では年間 3 千億と云われている。一方小

・中学生の検尿に要する費用は年間約 20 億程度であり,この額は年間透析移行者に対し,

その透析への移行を2ヵ月遅らせることで十分賄うことができる額である。このように小

・中学生の集団検尿は便益の面で有利であるばかりではなく,検査対象物が尿であるので,

その採取は容易であり,検査施設においても特別な準備をすることなしに大量の検体を処

理できる利点を有している。 


